
3PL事業

重量機工事業

フォワーディング事業

自動車部品物流事業

Services ―事業＆ソリューション―

資材調達、生産から販売や流通、アフ
ターサービスからリサイクルまで、サプ
ライチェーンのさまざまなステージに
おける最適な物流サービスをご提供し
ます。

重量品や精密機器の輸送・搬入・据付、
輸出入手続きなどの一貫したサービス
を、創業以来培った高い技術とノウハウ
で、安全・確実にご提供します。

世界に広がるネットワークと専門性を駆
使し、安全かつ高品質な輸送サービスを
シームレスに効率よくご提供します。

グローバルにネットワークを有するバン
テックをはじめ、自動車部品物流の実績
を持つ海外現地法人が、充実した対応
力と豊富なノウハウを駆使し、高品質な
サービスを効率よくご提供します。

• 国際航空輸送
• 国際海上輸送
• 国際トラック輸送
• 国際鉄道輸送

• 調達物流サービス
• 生産物流サービス
• 販売物流サービス
• 共同物流サービス

• 調達物流サービス
• 生産物流サービス
• 販売物流サービス
• 静脈物流サービス
• 同一業界での共同物流サービス

その他物流周辺事業　• 旅行代理店事業　• 情報システム開発事業　• 自動車販売／整備事業

• プラント関連輸送
• 機械・機器設備輸送
• 鉄道関係設備輸送
• 精密機器輸送
• 各種研究設備輸送
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Resources ―価値協創基盤―

―日立物流グループの経営資源と価値協創―

会社数※1 ・事業拠点※2

物流センター面積※2

Locations

Warehouses

105社740拠点

734万㎡

＜国内：27社・325拠点／海外：78社・415拠点＞

＜国内：513万㎡／海外：221万㎡＞

グループ人員※3 

車両保有台数 (リース車含む)

Human Resources

Vehicles

46,295名

合計16,610台

＜国内：29,440名／海外：16,855名＞

トラック※4：	 3,939台
トレーラ：	 5,188台

※1 会社数は、佐川急便グループ・AITグループを含む
※2 事業拠点・物流センター面積は、佐川急便グループ・AITグループを除く
※3 人員数は、持分法適用関連会社人員を除く
※4 トラック：トラクタ・バンを含む
※5 その他：バス・乗用車等含む

フォークリフト：	 5,730台
その他※5　：	 1,753台  

日立物流グループは、69年間で培ってきた経営資源のもと、「稼ぐ力」と「成長する力」、
そしてこれらを「継承する力」を強化することにより、企業価値の向上をめざします。

Our Resources & Value Creation
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3PLの国内マーケットリーダー※として国内外に広がるネットワークや先駆者ならではの豊富な実績とノウハウを駆使
し、安全、品質、生産性に優れた総合物流サービスを社会に提供しています。
※出典：月刊ロジスティクス・ビジネス 2018年9月号「3PL白書 2018」
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• 2018年４月：
  ビジネスコンセプト
  「LOGISTEED」始動
• 2018年10月：
  会社紹介ムービー・SSCV※特設サイト開設
• 2019年2月：
  YouTube公式チャンネル開設

Review of Operations
―2018年度セグメント別概況 ＆ TOPICS―

国内物流（2018年度） 国際物流（2018年度）

前年度比 +4% 前年度比 -2%● 売上収益
メディカル関連等の3PL案件が堅調に推移したことな
どにより、前年度に比べ４％増加し、4,327億93百万円
となりました。

● セグメント利益
作業コストの上昇や自然災害の影響はあったものの、増
収影響や生産性改善効果等により、前年度に比べ２％増
加し、220億99百万円となりました。

前年度比 +2%

ブランディング 社外表彰・受賞

サービス拡充トピックス 〜2018年度〜

※1 一般社団法人 日本物流団体連合会 主催　※2 公益社団法人 日本包装技術協会 主催　※3 陸上貨物運送事業労働災害防止協会 主催　※4 公益社団法人 全日本トラック協会 主催

※Smart & Safety Connected Vehicle：スマート安全運行管理システム

● 売上収益
為替影響や日新運輸（株）を非連結化したことなどによ
り、前年度に比べ２％減少し、2,558億28百万円となり
ました。

● セグメント利益
課題案件の収益改善等により、前年度に比べ13％増加
し、71億８百万円となりました。

前年度比 +13%

• 2018年6月：
  第19回物流環境大賞※1

  『物流環境負荷軽減技術開発賞』

• 2018年5月：
大日本印刷㈱、
東芝テック㈱と
電子タグを活用
した次世代物流
サービス提供に
向けた協業開始

• 2018年5月：
インドネシアで保
税物流センター
(PLB※)のライセ
ンス取得

• 2018年10月：
  ニライチルドセンター開設
  (マレーシア・ヌグリスンビラン州)

• 2018年12月：
  柏プラットフォームセンター開設
  (千葉県柏市)

• 2018年12月：
DMM.com、佐川急便

㈱との協業による3Dプリ
ントサービス開始

• 2018年9月：
  当社グループの日立物流ソフトウェア㈱  
  と共同で｢映像検品認識装置｣特許取得

• 2018年10月：
  ㈱ウフルと業務
  提携契約締結

• 2018年10月：
  ㈱エーアイテイーと資本業務提携契約締結
  エーアイテイーと日新運輸の株式交換
  フォワーディング事業の強化

• 2018年12月：
  日立キャピタル㈱と業務提携契約締結
  「金流×商流×物流×情流」の新たなイノベーション実現

• 2018年8月：
  2018日本パッケージングコンテスト※2

  『大型・重量物包装部門賞』

• 2018年10月：
  厚生労働省より女性活躍推進法に基づく
 「えるぼし（2段階目）」認定を取得

• 2018年9月：
  第33回全国フォークリフト
  運転競技大会※3

  一般の部 準優勝

• 2018年10月：
  第50回全国トラック
  ドライバー・コンテスト※4

  11トン部門・女性部門優勝

• 2018年11月：
  平成30年度モーダルシフト
  取り組み優良事業者賞※1

  （有効活用部門賞）
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グループネットワーク　―29の国と地域にネットワークを展開―

日 本
27社 
325拠点

北米※3

11社
49拠点

東アジア※1

30社
131拠点

欧州
11社
76拠点

アジア※2

26社
159拠点

会 社 数※4：105社
事業拠点※5：740拠点

※1 中国、香港、台湾、韓国
※2 オセアニア地域を含む。
※3 メキシコを含む。
※4 会社数は、佐川急便グループ・AITグループを含む。
※5 事業拠点は、佐川急便グループ・AITグループを除く。
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※Pusat Logistik Berikatの略称

協創関連

（2019年3月31日現在）
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